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受賞企業 1  証券ｺｰﾄﾞ4751 サイバーエージェント株式会社 

＜審査員コメントより＞ 
■読み手にとって必要な情報をシンプルに絞り込み、伝えたいことがクリア。ビジュアルな仕上がりもきれい。 
■「売上高」等の項目だけでなく、その下に実際の数字があるのでメッセージが伝わる。 
■四つのグラフが「収益性を高め、限られた資金を有効活用する」というメッセージを伝えている。 
■色分けが効果的。 



受賞企業 2  証券ｺｰﾄﾞ5938 株式会社ＬＩＸＩＬグループ 

＜審査員コメントより＞ 
■事業の位置づけと共に将来の姿が伝わってくる。Focusでそれぞれのビジネスポートフォリオが目指すところがわかっていい。 
■こういうバブルチャートの場合、変化を示す矢印が太くなる傾向があるがこれはシンプルで見やすい。 
■目標（Goals）に具体的数字を入れつつも文字処理がすっきりとし、戦略上の焦点（Focus）の見せ方もいい。 
■将来への意思をビジュアルにうまく表現している。 



受賞企業 3  証券ｺｰﾄﾞ6361 株式会社荏原製作所 

＜審査員コメントより＞ 
■メーカーにとってサービス＆サポートの数字は出しにくいと思うが、それをあえて出した点を評価。 
■円グラフや写真で「当社はモノを売るだけではない！」メッセージが強く伝わってくる。文字が不要なくらい。 
■サービス＆サポートの重要性を明快な切り口でうまく伝えている。有意義な情報提供と思える。シンプルなまとめ方。 
■「製品市場悪化局面でも強い」という一点が一目でわかる。１ページ１メッセージの実直な力強さを評価。 



受賞企業 4  証券ｺｰﾄﾞ7862 トッパン・フォームズ株式会社 

＜審査員コメントより＞ 
■色使いがきれい。グラフもわかり易いが、必要な文字とビジュアルで補足説明している。 
■文章が少し多いがビジュアルとの組み合わせがうまい。言いたいことを伝えている。 
■受賞した昨年は会社全体をとらえ、今年は得意先1社の話をしているが「市場の流れに対応して成長していく」という 
メッセージはどちらも強く伝わってくる点を評価。 



受賞企業5 証券ｺｰﾄﾞ9716 株式会社乃村工藝社 

＜審査員コメントより＞ 
■シンプルだが取り挙げているKPIの項目が投資家としては理想的。EPSを取り挙げる企業は少ない。 
■色使いがとてもきれい。長期の変化で伝える姿勢は株主にとって良いメッセージですね。 
■競争が激しい市場の中で、売上高でなく利益で成長のロードマップを語っているところに強い決意を感じる。 
■ディスカッションの取っ掛かりとして有益なスライド。次の説明を聞きたくなるような。色調も統一感があっていい。 



受賞企業 6  証券ｺｰﾄﾞ9757 株式会社船井総研ホールディングス 

＜審査員コメントより＞ 
■人的資産について説明している例はあまりなくて貴重。次のディスカッションへの入り口になる。 
■若い社員の増加、平均年齢の低下、採用数の増加等、自社の強みを比較手法も使いながらグラフで明確に伝えている。 
■コンサルタント層が若返っているという1点をわかり易いグラフで直感的に伝えている点を評価。 
■面白い切り口。ビジュアルな表現が上手で、少ない色でセンス良くまとめている。赤色の使用が効果的。 



受賞企業 7  証券ｺｰﾄﾞ9788 株式会社ナック 

＜審査員コメントより＞ 
■長期のトレンドを見せているだけでなく、次なる質問を引き出すきっかけづくりとなっている一枚。 
■この一枚で、新ビジネスの開発で成長してきたことがわかるが、余白に解説があるとメッセージがさらに明確になる。 
■創業からのデータを揃えるのは大変でしょう。成長過程に色々な要因があったことが見て取れ議論が引き出せる。 
■多くのデータを丹念に集めきれいに処理することで、投資家のみならず会社側にも多くの気づきが生まれるのでは？ 


